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Guide  d’informations  des operateurs du secteur forestier sur les critères et les modalités d’obtention  du
certificat  de légalité dans le cadre du régime d’autorisation flegt, GIZ, 2014
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1 Khaya grandifoliola ACAJOU A GRANDES FOLIOLES
2 Khaya anthotheca ACAJOU BLANC
3 Khaya ivorensis ACAJOU DE BASSAM/NGOLLON
4 Aningeria altissima ANNINGRE A
5 Aningeria robusta ANNINGRE R
6 Pericopsis elata (=Afrormosia elata) ASSAMELA/AFROMOSIA AFROMOSIA 3
7 Mansonia altissima BETE/MANSONIA BETE/MANSONIA 4

8 Guarea cedrata, Guarea laurentii
ITTO Web

BOSSE CLAIR

9 Guarea thompsonii BOSSE FONCE

10 BUBINGA ROSE

11 BIBINGA ROUGE

12 Lovoa trichilioides DIBETOU/BIBOLO DIBETOU 7
13 Afzelia pachyloba DOUSSIE BLANC/PACHYLOBA WHITE DOUSSIE/APA 8
14 Afzelia bipindensis DOUSSIE ROUGE/BIPENDENSIS RED DOUSSIE 9
15 Ceiba pentandra FROMAGER/CEIBA FROMAGER 10
16 Pycnanthus angolensis ILOMBA ILOMBA 11
17 Chlorophora excelsa IROKO IROKO 12
18 Gambeya beguei LONGHI/ABAM LONGHI/ABAM 13
19 Tieghemella africana MAKORE/DOUKA DOUKA 14
20 Baillonella toxisperma MOABI MAOBI 15
21 Distemonanthus benthamianus MOVINGUI MOVINGUI 16
22 Antranella congolensis MUKULUNGU
23 Guibourtia ehie OVENGKOL/BUBINGAE OVANGKOL 17
24 Pterocarpus  PADOUK BLANC
25 Pterocarpus soyauxii PADOUK ROUGE
26 Swartzia fistuloides PAO ROSA PAO ROSA 19
27 Entandrophragma cylindricum SAPELLI SAPELLI 20
28 Entandrophragma utile SIPO SIPO 21
29 Tectona grandis TECK
30 Millettia laurentii WENGUE WENGUE 22
31 Microberlinia brazzavillensis ZINGANA/AMUK ZINGANA 23

PADOUK 18

ANINGRE 2

BOSSE 5

Guibourtia tessmannii
G. pellegriniana
G. demeusei

BUBINGA 6

ACAJOU 1
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報告会での質疑応答 

質問 回答 
モザンビークから日本への輸入はあるの
か？

以前は木質チップの輸入があったが、現在
の輸入量は僅かなものとなっている。 

カメルーンにおいて、OLB は認証材とみな
してよいか？

FSC と同様の認証材と認識している。 

モザンビークではどのようなリスクがあっ
たか、現地調査で感じたことなどはある
か？

現地調査は実施できず、現地の専門家と協
力して調査を実施した。リスク情報の詳細
は、今後公開される報告書に収録されてい
るためご覧いただきたい。 

米国について、政権変更によってどのよう
な変化が起こるのだろうか？ 

一般的に、これまで民主党政権になると環
境保護や森林保全に政策が強化されてき
た。ただし、連邦有林以外の林業政策は州
政府が担っており、日本への輸出が多いオ
レゴン、ワシントン州は民主党支持者が多
い州である。州政府が州法により規定して
いる現在の林業に係る環境保護政策は、一
度強化したところ私有林所有者の森林管理
及び木材生産の意欲が減退し、森林の荒廃
がみられため、規制を少し緩めて調整した
経緯がある。このような状況から、連邦政
府の政権に変化があっても、州政府の政策
にあまり大きな変化はないと思われる。

オーストラリアについて、森林認証のみな
し遵守とはどんな提案だったのか？なぜ議
会で否決されたのか？

みなし遵守とは、認証材であれば、デュー
デリジェンスをしなくても合法材とみなし
てよいというルール。現状では、認証材で
あってもデューデリジェンスでリスクを確
認しなければならないことになっている。 
否決の理由として、認証材は持続性を担保
するものであって、合法性を必ずしも担保
するものではないという意見があったと、
政府担当者のインタビューで聞いた。 

オーストラリアの違法伐採対策における業
界団体の役割は何か？

業界団体へのインタビューは今回１団体し
か実施していないが、その団体によれば、
木材には違法伐採という風評リスクがあっ
たが、違法伐採禁止法はそれを払しょくで
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きる追い風と捉えており、全面的に会員を
支援している、とのことであった。業界団
体は、デューデリジェンスツールの開発や、
会員からのデューデリジェンスに関する相
談への対応、政府当局に対する確認などを
行っている。 

ニュージーランドについて、熱帯材輸入に
対する取組はあるのか？

熱帯材については、グループの取組の一部
を報告した。合法性 100%、持続性 85％達
成を目的に 90 年代から活動を行っている。 

ニュージーランドでラジアータパインの野
生化が問題となっていると聞いたが、国と
して取組はあるのか？

外来針葉樹約 10 種の野生化が問題になっ
ている。人工林施業の基準において、新規
植林や再造林における野生化リスクを評価
する仕組みがある。林業施策においても野
生化に対応するため。在来種に置き換える
取組が行われている。 

ニュージーランドは人工林のほとんどが認
証林のようだが、そうでない人工林はある
のか？

小規模所有者の人工林は認証林でない場合
がある。小規模所有者の人工林からの木材
輸出の増加が今後見込まれることも踏ま
え、新たに国全体で合法性を証明する制度
を導入するという考えである。 

ニュージーランドから中国への丸太の輸出
はしばらく続くのだろうか？

国内需要や欧州（ドイツ等）からの虫害材
の輸入の状況にもよるが、傾向としては続
くだろうと考える。ニュージーランド政府
にも中国への丸太輸出にだけ依存すること
に対する懸念があり、各種取組の背景とな
ったと認識している。 
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